
1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています！

大6 水管橋等の維持管理及び劣化診断技術

2 課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

水管橋や橋梁添架管の点検は、人による外部からの遠方目視が基本となっています。形式や現場状況（川幅な
ど）によって、点検精度にばらつきが生じることやすべての箇所を目視で確認できない場合があり、本格的な点検
を行うには仮設足場の設置や橋梁点検車両を用いることとなりますが、河川管理者との調整が必要で、また大きな
費用が必要です。
また、詳細点検では、塗装の劣化状況の判断や管厚の測定、腐食状況など、定量的な診断・評価が可能な情報の

取得が望ましいところですが、これにも費用も要します。

水管橋等の近接目視点検が定期的に容易に行え、かつ、劣化状況について定量的な診断・評価が可能となる技術
が必要であると考えています。

 ドローン以外の近接目視点検技術（橋梁添架管の上部などドローンによる侵入困難箇所の点検等）
 赤外線等による点検技術
 足場を要さず詳細点検が実施できる技術（膜厚・板厚計測、ケーブル引力測定、ボルトナットのゆるみ確認等）
 AI活用による点検結果を用いた劣化診断技術
（AI活用による点検画像より異常箇所及び劣化状況の評価、評価結果を踏まえた補修要否の判定及び補修方法の提案）

 Iot活用による劣化状況を常時監視する技術

水管橋の目視点検業務（目視からドローン等新技術の活用への変更）

年に１回、職員により実施（作業時間：約１日／回・センター）

大阪市

求める技術：⑦


